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環境報告書の作成にあたって

● 対象範囲　国立大学法人東海国立大学機構
 岐阜大学　柳戸・加納等国内全地区　　名古屋大学　東山・鶴舞・大幸・東郷等国内全地区
● 対象期間　２０２４年４月～２０２５年３月（但し、一部の内容については対象期間以外の取組も含みます）
● 発行期日　２０２５年９月３０日

　本報告書は、東海国立大学機構の環境に関する幅広い取組を広く内外に公表することを目的としています。
　なお、「環境情報の提供の促進等による特定事業者の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律（環境配慮促進法）」に準拠し、環境
省の「環境報告ガイドライン（2018年度版）」を参考に作成しています。
　また、持続可能な開発目標（SDGs）の「世界を変えるための17の目標」で示されているアイコンを関連する記事に示しています。

（https://www.env.go.jp/earth/sdgs/index.html）

 環境に関する社会貢献活動
  オープンイノベーションによる
  持続可能な社会の実現へ
  名古屋大学フューチャーアース研究センター
  公開シンポジウム 2024
  「No Ocean, No Life」 
  シンポジウム2024「明日の変環社会」の開催
  探求人ガイダンス「環境報告書を読んでみよう」
  ぎふ理系はばたき応援プロジェクト
  ぎふハイスクールサットプロジェクト
  考えよう SDGs! エコ活動啓発ポスター・
  川柳コンクール
  SDGs を「自分ゴト」に―岐阜大学が
  地域とともに進める持続可能な未来づくり
  絶滅危惧種ライチョウの関心を岐阜県で
  高めさらに保全を進める
  環境マネジメントの取組
  学生の活動
  学生編集委員企画

 環境マネジメントデータ

 評価
  環境コミュニケーション／富山大学
  環境コミュニケーション／
  ㈱ JERA 碧南火力発電所
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  日本、東海国立大学機構の動き
  表紙作品の公募について
  編集後記
  環境報告書 2025　編集チーム
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名古屋大学と岐阜大学が法人統合して誕生した
国立大学法人東海国立大学機構は発足６年目を迎え
ました。日本トップクラスの地域の中核大学を目指
す岐阜大学と、世界と伍する研究大学を目指す名古
屋大学の強みを生かし、東海国立大学機構は「Make 
New Standards for The Public」をミッションとし
て掲げ、社会の公共財（コモンズ）として地域と人類
社会の課題解決に貢献する新たな国立大学を確立
することを目指しています。

東海国立大学機構のミッションを体現する場とし
て、Common Nexus（コモンネクサス）が2025年
7月にオープンしました。愛称は「ComoNe（コモネ）」
です。ComoNeは、東海国立大学機構の研究成果
や教育資源等を公共財として広く社会の人々に発信
することで、イノベーションを継続的に共創し、社会
の課題解決を含む社会の発展に寄与する活動を支
援するための施設です。脱炭素化を見据えて環境に
配慮した建物であり、屋上を緑地化することで、か
つての学生や近隣住民の憩いの場を再現しました。
東海国立大学機構の構成員だけでなく、近隣の方、
子どもたちなど、すべての人に開放しています。皆
さま、ぜひ一度お越しください。

気候変動や資源の枯渇といった環境に関する諸問
題の解決に向けて、東海国立大学機構は教育・研究
活動を通し、人類社会の進歩と持続的発展が可能
な社会の構築に貢献しています。キャンパスのカー
ボンニュートラル達成に向けて「2030年に温室効果
ガスを51％ (2013年比)以上削減し、2050年まで
のできるだけ早い時期にカーボンニュートラル実現」
という目標の下に、二酸化炭素排出量を削減する

ロードマップを策定し、カーボンニュートラル推進室
を司令塔として、脱炭素社会の実現に向けた地域連
携や研究推進に取り組んでいます。キャンパスのエ
ネルギー消費削減を推進するため「省エネアクト for 
ゼロカーボンキャンパス」という指針のもとに地道な
省エネ活動にも取り組んでいます。また、東海地域
におけるオープンイノベーションを生み出す拠点と
して始動した「Tokai Open Innovation Complex

（TOIC）」では、産学官連携研究のためのラボス
ペースだけでなく、産学交流のためのコワーキング
スペースの提供や、交流を促すイベントの開催など
が企画されています。TOICではカーボンニュートラ
ルを重要な研究課題の一つとしており、東海国立大
学機構の強みでもある産学官連携をより一層強化す
るとともに、これらの一連の活動を世界に発信してい
きます。
「東海国立大学機構環境報告書2025」では、東海

国立大学機構の象徴となるComoNeとその環境対
策を紹介しています。また、カーボンニュートラル達成
に向けた取組、環境に関する研究、教育、社会貢献
活動、学生の環境活動などを様々な切り口で紹介し
ています。持続可能な社会の構築に向けた東海国立
大学機構の取組をぜひご一読いただき、今後とも一
層のご理解とご支援をいただければ幸甚です。

東海国立大学機構　機構長

松 尾  清 一

機構長あいさつ


